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夏夏 冬冬

　４月で開業１００年を迎えたＪＲ烏山線。「鉄道の日」である10月14日（土）には、烏山駅前広場を
メイン会場に烏山線開業１００周年を祝う催しが開かれ、たくさんの人でにぎわいました。
    今月号では、記念イベントの様子をお伝えします。

　４月で開業１００年を迎えたＪＲ烏山線。「鉄道の日」である10月14日（土）には、烏山駅前広場を
メイン会場に烏山線開業１００周年を祝う催しが開かれ、たくさんの人でにぎわいました。
    今月号では、記念イベントの様子をお伝えします。

烏山線敷設に尽力した（故）川俣英
夫氏、（故）髙田耘平氏、（故）新井萬
吉氏に感謝状が贈呈され、ご子孫
の皆さんに手渡されました（写真
左）。また、サプライズとして烏山
線にも感謝状が贈呈され、東日本
旅客鉄道（株）の森明大宮支社長に
贈られました（写真右）。

災害ボランティアチーム龍ＪＩＮが「未来の
烏山線アキュムと私たちの那須烏山市」を
テーマに作品を募集。市内の児童から457
点の応募があり、70人が入賞しました。
市長賞に石原りみさん（烏山小５年）、副市長
賞に伊藤穂純さん（荒川小６年）、教育長賞に
齋藤大貴さん（烏山小６年）、ＪＲ特別賞に雫
礼央人さん（荒川小５年）が選ばれ、川俣純子
市長らから表彰状を受け取りました。

アキュム絵画コンテスト表彰アキュム絵画コンテスト表彰
「銀河鉄道999」を両校合同で演奏。来場者
は美しい音色に聴き入っていました。

烏山高校・南那須中吹奏楽部烏山高校・南那須中吹奏楽部

市職員の有志によるバンド演奏。今回が初
ステージでしたが、「銀河鉄道999」と「ルパ
ン三世のテーマ」で会場を盛り上げました。

なすかぱらだいすオーケストラなすかぱらだいすオーケストラ

「毘沙門天」など３曲を演奏し、迫力満点の
太鼓の音を響かせました。

ふるさと太鼓保存会ふるさと太鼓保存会

感謝状贈呈感謝状贈呈

烏山高校生のアイデアをもとに作られ、アユ
飯のおにぎりやカレーコロッケなど、市にな
じみのあるグルメが盛りだくさん。100食限
定で販売されました。

記念駅弁販売記念駅弁販売

栃木県をはじめ、茨城県、福島県でも大盛
況のマルシェが本市で初開催。アクセサ
リーやクラフト雑貨など各ブースでは
「100」にまつわるグッズが並びました。

KARASUYAMARCHE（カラスヤマルシェ） 
produced by TANOKURA100人展
KARASUYAMARCHE（カラスヤマルシェ） 
produced by TANOKURA100人展

子どもたちは駅長の制服を着て、アキュム
を背景に記念撮影を楽しんでいました。

ＪＲ東日本ブース（こども駅長制服体験）ＪＲ東日本ブース（こども駅長制服体験）

街に賑わいを興す会では、烏山駅前広場の
イベントや商工会まつりを着物で散策す
る企画を開催。参加者は色とりどりの思い
出の着物を着てイベントを楽しんでいま
した。

着物で記念イベント巡り着物で記念イベント巡り

市内11か所のスタンプスポットを巡って
コンプリートすると抽選会に参加でき、参
加者は市の特産品などをゲットしていま
した。

からせん巡りデジタルスタンプラリーからせん巡りデジタルスタンプラリー

緑化推進活動のため、マロニエメイツの落
合葉月さんからブルーベリーの苗木350本
が無料配布されました。

マロニエメイツによる苗木配布マロニエメイツによる苗木配布

列車カード４種を各限定1，000枚配布。烏
山駅前広場では夏・冬バージョンの２種を
配布しました。

ノベルティ（列車カード）配布ノベルティ（列車カード）配布

自衛隊車両の展示
や迷彩服試着体験
を開催。現役自衛隊
員との交流もあり
ました。

自衛隊ブース
（車両展示、こども
迷彩服試着体験他）

自衛隊ブース
（車両展示、こども
迷彩服試着体験他）

ＪＲ烏山線開業１００周年を
みんなでお祝いしました！
ＪＲ烏山線開業１００周年を
みんなでお祝いしました！

JR 烏山駅JR烏山駅JR烏山駅
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春春

秋秋

　午前には烏山城跡見学会が行われ、市内外か
ら80人が参加しました。市教育委員会学芸員
によるガイドのもと、初級編と中級編に分かれ
て登城にチャレンジしました。参加者は烏山城
の歴史を肌に感じながら、解説に聞き入ってい
ました。
　午後には烏山公民館を会場に記念講演会が開
かれ、市内外から１１３人が参加しました。
テーマは烏山城跡調査整備指導委員の浅野晴樹
氏による「烏山城跡と城下町の成り立ち」や帝
塚山大学非常勤講師の渡辺康代氏による「烏山
城下における付祭りの変化」。専門的な内容に
参加者は興味深く聞いていました。

　ＪＲ烏山線開業１００周年を市民の皆さんと一緒に盛り上げるため、
市では冠を使用したイベントや事業を募集しています。ここでは、これ
までに実施されたイベント、事業を紹介します。
　今後も記念事業が実施されますので、ぜひ、ご参加ください。 烏山城跡史跡指定記念イベント

　いちご一会とち
ぎ国体のレガシー
とＪＲ烏山線開業
１００周年記念事
業として 10月１日
（日）に開催。３歳～
91 歳と幅広い年齢
層の参加者１３９人が８ . ６ｋｍを歩き、烏山線
に関するワードラリーや那須烏山の自然を楽しみ
ました。最高齢の 91歳で参加した烏山出身の吉澤
茂雄さん（宇都宮市）は、山道を含むコースを見事に
踏破しました。

第２回なすから健康ウォーキング事　　業

　歴史的価値のあ
る鉄道車両を保存
する「那珂川清流
鉄道保存会」が、
鉄道の日とＪＲ烏
山線開業１００周
年を記念し、同会
が保存する「キハ 40形」車両を 10月 14 日（土）限
定でエンジンをかけて展示しました。かつて烏山
線を走っていた懐かしい姿とディーゼルエンジン
の音がよみがえりました。

那珂川清流鉄道保存会キハ40形車両展示

　南那須川柳会（篠
﨑酔月会長）が 10 月
７日（土）に保健福祉
センターで４年ぶ
りに開催。市内外
から 52人が参加し
ました。今回はＪ
Ｒ烏山線開業１００周年を記念し、その場で出さ
れる席題には烏山線にちなんだ「烏」と「山」が
出題されました。

第44回南那須川柳大会

お食事マップ２０２３

駅からハイキング協力

山あげ会館２階企画展（記念品展示）

学校給食のお祝い献立

南那須図書館企画展（写真展示）

ＰＲポロシャツ作製

山あげ祭応援クリーン作戦

山あげ祭屋台パレード

真夏の地域留学

烏山線開業１００周年記念写真展

なすからフォトコンテスト

なすから健康ウォーキング

第44回南那須川柳会

アキュム絵画コンテスト

商工会まつり

烏山城跡史跡指定記念イベント

ブルーベリーの苗木配布

花いっぱい運動

自衛隊こども制服体験ブース

ＪＲ東日本こども駅長制服体験ブース

着物で記念イベント巡り

那珂川清流鉄道保存会キハ40形車両展示

烏山大橋ライトアップ

　山あげ会館を会場に、商工会まつりが開かれました。　
　当日はステージイベントのほか、ミニアキュム乗車体験や
様々な模擬店が設けられ、家族連れなど多くの人でにぎわい
ました。また、午後１時からは会場で列車カードの春・秋
バージョンの２種が配布されました。

烏山城跡見学会烏山城跡見学会

自然を楽しむ参加者自然を楽しむ参加者

篠﨑会長によるあいさつ篠﨑会長によるあいさつ

展示されているキハ40形展示されているキハ40形

記念講演会記念講演会

ミニアキュム乗車体験ミニアキュム乗車体験

ステージステージ軽トラ市軽トラ市列車カード列車カード

作製したＰＲポロシャツ作製したＰＲポロシャツ

（10月末現在）（10月末現在）

切符をイメージした
お祝い献立の「のり」
（市内小・中学校の給食）

切符をイメージした
お祝い献立の「のり」
（市内小・中学校の給食）

講演会参加者には
藩札のレプリカを配布
講演会参加者には
藩札のレプリカを配布

ほかにも！

冠事業

商工会まつり冠事業

年
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年
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新
庁
舎
整
備
に
関
す
る

市
民
の
声･

ご
意
見
に
つ
い
て

庁舎整備ニュースレター VOL.６
　

本
市
で
は
、
庁
舎
整
備
に
当
た
り
、
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ

を
活
用
し
た
情
報
発
信
に
努
め
る
と
と
も
に
、
職
員
出
前
講
座
や
な

す
か
ら
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
場
を
通
じ
て
、
積
極
的
に
市
民
の

声
を
聞
き
、
庁
舎
整
備
の
検
討
に
お
け
る
貴
重
な
参
考
資
料
と
し
て

い
ま
す
。

　

今
回
は
、
こ
れ
ま
で
に
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
庁
舎
整

備
に
関
す
る
ご
意
見
な
ど
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

７
月
26
日
㈬
に
那
須
烏
山
商

工
会
に
お
い
て
、
那
須
烏
山
商

工
会
青
年
部
主
催
の
「
防
災
拠

点
と
し
て
の
新
庁
舎
整
備
の
必

要
性
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
と

し
た
職
員
出
前
講
座
が
開
催
さ

れ
、
39
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

職
員
出
前
講
座
で
は
、
ア
ン

ケ
ー
ト
に
回
答
し
た
35
人
全
員

が
、
新
庁
舎
建
設
の
必
要
性
に

つ
い
て
「
必
要
だ
」
と
回
答
し

た
ほ
か
、
新
庁
舎
の
他
に
建
設

を
希
望
す
る
施
設
に
つ
い
て
は
、

「
市
民
ホ
ー
ル
・
多
目
的
ホ
ー

ル
」
を
挙
げ
る
声
が
非
常
に
多

い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

・各庁舎に各課が分散していて不便。
・エレベーターがなく、バリアフリー対応
になっていない。体の不自由な人にも優
しい建物にしてほしい。

・庁舎を整備しないことで不利益を被るの
は我々市民である。

・防災の拠点、まちづくりの拠点として機
能するしっかりとした庁舎を整備すべき。

・庁舎を整備するなら、多目的に利用でき
る施設にすればよい。

・市民生活や地域の活性化を第一にまちづ
くりを考えてほしい。

・新庁舎も含めてこの10年間、市の課題が
何も進んでいないのはなぜなのか。市長
も議会も市民にしっかりと説明すべき。

・市議会議員は、市民の代表として市民の
意見を直接聞いて活動する役割を担う必
要がある。議員には、本市が良くなるよ
うに動いてもらわなくては困る。その自
覚をしっかり持ってもらいたい。

　現在、検討委員会では、新庁舎の候補地の検討を行っています。次号では、候補地選
定について紹介する予定です。
　庁舎整備検討委員会の会議資料や会議録、庁舎整備ニュースレターのバックナン
バーは、市ホームページで確認できます。また、庁舎整備に関するご意見については、
住所・氏名・連絡先をご記入のうえ、メールで下記あてお送りください。
■問合　総合政策課庁舎整備推進室　
　　　　Ｅメール：sohgohseisaku@city.nasukarasuyama.lg.jp

▲市ホームページ

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
に
よ
る

バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
応

（
那
珂
川
町
役
場
庁
舎
）

職員出前講座におけるご意見など

新庁舎整備を求める意見 市や議会に対する意見

タウンミーティングにおけるご意見など

・行政は、庁舎整備に関する情報をもっと
積極的に発信してほしい。

・今回のように、市民と行政が意見交換で
きる場を数多く設けてほしい。

庁舎整備に関するその他意見

・県内他市町の庁舎がどんどん新しくなって
いる。まちの活性化を図るためにも、ＪＲ
烏山駅を中心に集約して庁舎をつくってほ
しい。

・防災に力を入れていた日立市役所が先日の
大雨で浸水した。新庁舎を建てる場所は、
安全・安心を第一に検討してほしい。

・神長地区を流れる江川は河川敷がなく、予
想を超える大雨の際には氾濫のおそれがあ
る。少なくとも河川のそばにつくってほし
くない。

・人口が多い宇都宮市でさえコンパクトシ
ティを目指し、都市空間の整備を進めてい
る。人口減少が進む本市においても、コン
パクトシティに向けた議論を真剣に行うべ
きである。

・庁舎整備検討委員会の検討結果を最大限
に尊重し、新庁舎整備を進めていただき
たい。

・まちづくりの中核となる庁舎の議論が進
まないから、体育館をはじめとする公共
施設の整備も進まない。庁舎単体として
だけでなく、その他公共施設を含めたま
ちのグランドデザインとして示していた
だくとイメージが湧きやすい。そういう
風に考えている市民は大勢いると思う。

11
月
６
日
に
開
庁
し
た

塩
谷
町
役
場
新
庁
舎
の
外
観

新庁舎の候補地に関する意見新庁舎整備を求める意見

・特に、市民が直接関わることが多い窓口
サービス機能については大変重要であ
り、市民が利用しやすい場所に設置する
のが良い。

　市では引き続き、市民の皆さんへの積極的な
情報提供と意見の把握に努めるとともに、いた
だいた貴重なご意見などを十分に踏まえ、丁寧
に庁舎整備の議論を進めてまいります。

地域の窓口サービス機能に関する意見

市民の声・ご意見を踏まえて

新
庁
舎
整
備
に
関
す
る

職
員
出
前
講
座

　

市
で
は
、
９
月
24
日
㈰
に
南

那
須
公
民
館
、
30
日
㈯
に
烏
山

公
民
館
に
お
い
て
、
「
庁
舎
整

備
の
検
討
状
況
に
つ
い
て
」
な

ど
を
テ
ー
マ
と
し
た
タ
ウ
ン

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開
催
し
、
延

べ
85
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

な
す
か
ら
タ
ウ
ン
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
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全国学力・学習状況調査

全　　　国

那須烏山市

国  語

67.2

△

62.5

○

算  数

〈小学６年生〉 （%）

那
須
烏
山
市
の

児
童･
生
徒
の
学
力･

学
習
状
況

調
査
の
結
果
を
報
告
し
ま
す

　

４
月
18
日
㈫
に
、
文
部
科
学
省
に
よ
る
小
学
６
年
生
、
中
学
３
年

生
を
対
象
と
し
た
「
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
」
と
、
県
教
育
委

員
会
に
よ
る
小
学
４
・
５
年
生
、
中
学
２
年
生
を
対
象
と
し
た
「
と

ち
ぎ
っ
子
学
習
状
況
調
査
」
が
行
わ
れ
、
本
市
の
小
・
中
学
校
も
参

加
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
調
査
は
、
児
童
・
生
徒
の
学
力
や
学
習
状

況
を
把
握
し
、
児
童
・
生
徒
へ
の
指
導
や
学
習
状
況
へ
の
改
善
な
ど

に
役
立
て
る
た
め
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
で
は
、
小
学
校
で
国
語
・

算
数
の
２
教
科
、
中
学
校
で
は
国
語
・
数
学
・
英
語
の
３
教
科
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。
と
ち
ぎ
っ
子
学
習
状
況
調
査
で
は
、
前
回
同
様
、

小
学
校
は
国
語
・
算
数
・
理
科
の
３
教
科
、
中
学
校
は
国
語
・
社

会
・
数
学
・
理
科
・
英
語
の
５
教
科
で
、
基
礎
的
・
基
本
的
な
知

識
・
技
能
お
よ
び
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
な
ど
に
関
わ
る
内
容

が
出
題
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
両
調
査
で
は
、
子
ど
も
た
ち
に
生
活

習
慣
や
授
業
へ
の
取
り
組
み
な
ど
を
質
問
紙
に
よ
っ
て
尋
ね
る
方
法
で

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
こ
れ
ら
の
調
査
の
結
果
は
学
力
の
一
部
分
で
す
。
こ
の
結

果
か
ら
読
み
取
れ
る
傾
向
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　　

本
市
の
成
績
は
、
８
ペ
ー
ジ
の
表
の
よ

う
に
全
国
や
県
の
結
果
と
比
較
す
る
と
、

小
学
校
は
「
や
や
上
回
っ
て
い
る
」
教
科

が
多
く
、
中
学
校
は
「
や
や
下
回
っ
て
い

る
」
教
科
が
多
い
、
と
い
う
結
果
に
な
り

ま
し
た
。

　

小
学
校
で
は
、
学
年
や
教
科
に
よ
る
差

は
あ
り
ま
す
が
、
記
述
式
の
問
題
や
「
思

考
・
判
断
・
表
現
」
を
問
う
設
問
の
正
答

率
が
、
全
国
平
均
を
大
き
く
上
回
る
教
科

が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　

中
学
校
で
は
、
学
年
に
よ
っ
て
県
平
均

を
上
回
る
教
科
が
あ
り
ま
し
た
が
、
全
体

的
に
は
平
均
に
及
ば
な
い
結
果
と
な
り
ま

し
た
。
特
に
資
料
か
ら
考
察
を
し
た
り
、

グ
ラ
フ
や
表
な
ど
か
ら
傾
向
を
的
確
に
捉

え
た
り
す
る
問
題
の
ほ
か
、
叙
述
を
も
と

　学力調査の結果は、上記の表のとおりです。学力調査の
問題は毎年違うため、本市の児童・生徒の状況は、全国また
は県の平均正答率（％）と比較したポイント（P）の差で、右
記の記号で表すことにします。

に
記
述
し
た
り
、
判
断
理
由
を
明
確
に
し

て
説
明
し
た
り
す
る
な
ど
、
自
分
の
考
え

を
論
理
的
に
表
現
す
る
問
題
に
課
題
が
見

ら
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
小
・
中
学
校
と
も
各
校
の
結
果

を
細
か
く
分
析
し
、
学
力
向
上
を
目
指
し

て
課
題
克
服
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

学
力
調
査
と
合
わ
せ
て
、
生
活
習
慣
や

授
業
へ
の
取
り
組
み
な
ど
の
調
査
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。
質
問
紙
調
査
の
た
め
、

「
し
て
い
る
」「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
し
て
い

る
」
を
肯
定
的
な
回
答
と
し
て
集
計
し
、

全
国
や
県
と
比
較
す
る
こ
と
で
、
本
市
の

児
童
・
生
徒
の
状
況
を
分
析
し
ま
し
た
。

▼
学
習
の
様
子

・
課
題
の
解
決
に
向
け
て
、
自
分
で
考

え
、
自
分
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
。

・
グ
ル
ー
プ
な
ど
の
話
合
い
に
自
分
か
ら

進
ん
で
参
加
し
て
い
る
。

・
友
達
と
話
し
合
う
と
き
、
友
達
の
話
や

意
見
を
最
後
ま
で
聞
く
こ
と
が
で
き
る
。

・
授
業
で
学
ん
だ
こ
と
を
、
他
の
学
習
に

生
か
し
て
い
る
。

▼
生
活
習
慣
、
家
庭
、
地
域
社
会
、
友
達

と
の
関
わ
り

・
毎
日
同
じ
く
ら
い
の
時
間
に
起
き
、
朝

食
を
食
べ
る
な
ど
、
規
則
正
し
い
生
活

を
送
っ
て
い
る
。

・
住
ん
で
い
る
地
域
の
行
事
に
進
ん
で
参

加
し
て
い
る
。

・
人
と
話
す
こ
と
は
楽
し
い
と
感
じ
て
い

て
、
友
達
関
係
に
満
足
し
て
い
る
。

▼
規
範
意
識
、
自
分
の
こ
と

・
学
校
の
決
ま
り
を
意
識
し
て
守
っ
て
い
る
。

・
い
じ
め
は
ど
ん
な
理
由
が
あ
っ
て
も
い

け
な
い
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
る
。

・
誰
に
対
し
て
も
思
い
や
り
の
心
を
も
っ

て
接
し
、
困
っ
て
い
る
と
き
進
ん
で
助

け
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
人
の
役
に
立
つ
人
間
に
な
り
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

学
力
調
査
と
学
習
状
況
調
査
の
相
関
か
ら

・
朝
食
を
食
べ
て
い
る
児
童
・
生
徒
は
、

全
体
的
に
ど
の
教
科
に
お
い
て
も
正
答

率
が
高
い
。

・
課
題
解
決
に
向
け
て
自
分
で
考
え
、
学

ん
だ
こ
と
を
ほ
か
の
学
習
に
も
生
か
し

て
い
る
児
童
・
生
徒
の
正
答
率
は
高
い
。

・
友
達
と
話
し
合
う
活
動
を
と
お
し
て
、

自
分
の
考
え
を
深
め
た
り
、
広
げ
た
り

す
る
こ
と
が
で
き
る
児
童
・
生
徒
ほ

ど
、
正
答
率
は
高
い
。

・
家
庭
に
お
い
て
自
分
で
計
画
を
立
て
て

勉
強
し
て
い
る
児
童
・
生
徒
は
、
正
答

率
が
高
い
。

・
平
日
に
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で

ゲ
ー
ム
を
す
る
時
間
が
長
い
児
童
・
生

徒
ほ
ど
、
正
答
率
が
低
い
傾
向
に
あ
る
。

◇

　

規
則
正
し
い
生
活
を
し
た
り
、
家
族
や

先
生
か
ら
自
分
の
よ
い
と
こ
ろ
を
認
め
ら

れ
た
り
す
る
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
の
学

ぶ
意
欲
は
高
ま
り
ま
す
。
家
庭
や
学
校
・

地
域
で
子
ど
も
た
ち
を
見
守
り
、
子
ど
も

た
ち
の
成
長
を
認
め
、
声
を
か
け
て
い
く

こ
と
が
大
切
で
す
。

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
小
・
中
学
校
に

お
い
て
教
職
員
の
授
業
力
向
上
を
目
指

し
、
「
ス
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
育
成
事

業
」
や
「
授
業
力
向
上
研
修
」
の
実
施
、

学
習
指
導
の
改
善
プ
ラ
ン
の
策
定
な
ど
、

学
力
向
上
の
た
め
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
調
査
結
果
を
踏
ま
え
、
今
後
も
各
学

校
と
連
携
し
て
指
導
の
改
善
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

■
問
合　

学
校
教
育
課

☎
０
２
８
７

－

８
８

－

６
２
２
２

全　　　国

那須烏山市

国  語

69.8

△

45.6

△

英  語

51.0

▲

数  学

〈中学３年生〉 （%）

とちぎっ子学習状況調査
〈小学４年生〉 （%）

栃　木　県

那須烏山市

国  語

62.9

○

65.7

○

理  科

57.3

○

算  数

〈小学５年生〉 （%）

栃　木　県

那須烏山市

国  語

65.2

○

65.6

○

理  科

67.2

○

算  数

〈中学２年生〉 （%）

栃　木　県

那須烏山市

国  語

61.4

○

53.2

△

数  学

49.0

○

理  科

54.2

△

英  語

◎：大きく上回っている→　＋5.0P以上
○：やや上回っている　→　0から＋4.9P
△：やや下回っている　→　－0.1から－4.9P
▲：大きく下回っている→　－5.0P以下

55.9

△

社  会

学
力
調
査
の
結
果

学
習
状
況
調
査
の
結
果

調
査
結
果
か
ら
分
か
る
こ
と
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全国学力・学習状況調査

全　　　国

那須烏山市

国  語

67.2

△

62.5

○

算  数

〈小学６年生〉 （%）

那
須
烏
山
市
の

児
童･

生
徒
の
学
力･

学
習
状
況

調
査
の
結
果
を
報
告
し
ま
す

　

４
月
18
日
㈫
に
、
文
部
科
学
省
に
よ
る
小
学
６
年
生
、
中
学
３
年

生
を
対
象
と
し
た
「
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
」
と
、
県
教
育
委

員
会
に
よ
る
小
学
４
・
５
年
生
、
中
学
２
年
生
を
対
象
と
し
た
「
と

ち
ぎ
っ
子
学
習
状
況
調
査
」
が
行
わ
れ
、
本
市
の
小
・
中
学
校
も
参

加
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
調
査
は
、
児
童
・
生
徒
の
学
力
や
学
習
状

況
を
把
握
し
、
児
童
・
生
徒
へ
の
指
導
や
学
習
状
況
へ
の
改
善
な
ど

に
役
立
て
る
た
め
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
で
は
、
小
学
校
で
国
語
・

算
数
の
２
教
科
、
中
学
校
で
は
国
語
・
数
学
・
英
語
の
３
教
科
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。
と
ち
ぎ
っ
子
学
習
状
況
調
査
で
は
、
前
回
同
様
、

小
学
校
は
国
語
・
算
数
・
理
科
の
３
教
科
、
中
学
校
は
国
語
・
社

会
・
数
学
・
理
科
・
英
語
の
５
教
科
で
、
基
礎
的
・
基
本
的
な
知

識
・
技
能
お
よ
び
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
な
ど
に
関
わ
る
内
容

が
出
題
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
両
調
査
で
は
、
子
ど
も
た
ち
に
生
活

習
慣
や
授
業
へ
の
取
り
組
み
な
ど
を
質
問
紙
に
よ
っ
て
尋
ね
る
方
法
で

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
こ
れ
ら
の
調
査
の
結
果
は
学
力
の
一
部
分
で
す
。
こ
の
結

果
か
ら
読
み
取
れ
る
傾
向
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　　

本
市
の
成
績
は
、
８
ペ
ー
ジ
の
表
の
よ

う
に
全
国
や
県
の
結
果
と
比
較
す
る
と
、

小
学
校
は
「
や
や
上
回
っ
て
い
る
」
教
科

が
多
く
、
中
学
校
は
「
や
や
下
回
っ
て
い

る
」
教
科
が
多
い
、
と
い
う
結
果
に
な
り

ま
し
た
。

　

小
学
校
で
は
、
学
年
や
教
科
に
よ
る
差

は
あ
り
ま
す
が
、
記
述
式
の
問
題
や
「
思

考
・
判
断
・
表
現
」
を
問
う
設
問
の
正
答

率
が
、
全
国
平
均
を
大
き
く
上
回
る
教
科

が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　

中
学
校
で
は
、
学
年
に
よ
っ
て
県
平
均

を
上
回
る
教
科
が
あ
り
ま
し
た
が
、
全
体

的
に
は
平
均
に
及
ば
な
い
結
果
と
な
り
ま

し
た
。
特
に
資
料
か
ら
考
察
を
し
た
り
、

グ
ラ
フ
や
表
な
ど
か
ら
傾
向
を
的
確
に
捉

え
た
り
す
る
問
題
の
ほ
か
、
叙
述
を
も
と

　学力調査の結果は、上記の表のとおりです。学力調査の
問題は毎年違うため、本市の児童・生徒の状況は、全国また
は県の平均正答率（％）と比較したポイント（P）の差で、右
記の記号で表すことにします。

に
記
述
し
た
り
、
判
断
理
由
を
明
確
に
し

て
説
明
し
た
り
す
る
な
ど
、
自
分
の
考
え

を
論
理
的
に
表
現
す
る
問
題
に
課
題
が
見

ら
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
小
・
中
学
校
と
も
各
校
の
結
果

を
細
か
く
分
析
し
、
学
力
向
上
を
目
指
し

て
課
題
克
服
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

学
力
調
査
と
合
わ
せ
て
、
生
活
習
慣
や

授
業
へ
の
取
り
組
み
な
ど
の
調
査
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。
質
問
紙
調
査
の
た
め
、

「
し
て
い
る
」「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
し
て
い

る
」
を
肯
定
的
な
回
答
と
し
て
集
計
し
、

全
国
や
県
と
比
較
す
る
こ
と
で
、
本
市
の

児
童
・
生
徒
の
状
況
を
分
析
し
ま
し
た
。

▼
学
習
の
様
子

・
課
題
の
解
決
に
向
け
て
、
自
分
で
考

え
、
自
分
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
。

・
グ
ル
ー
プ
な
ど
の
話
合
い
に
自
分
か
ら

進
ん
で
参
加
し
て
い
る
。

・
友
達
と
話
し
合
う
と
き
、
友
達
の
話
や

意
見
を
最
後
ま
で
聞
く
こ
と
が
で
き
る
。

・
授
業
で
学
ん
だ
こ
と
を
、
他
の
学
習
に

生
か
し
て
い
る
。

▼
生
活
習
慣
、
家
庭
、
地
域
社
会
、
友
達

と
の
関
わ
り

・
毎
日
同
じ
く
ら
い
の
時
間
に
起
き
、
朝

食
を
食
べ
る
な
ど
、
規
則
正
し
い
生
活

を
送
っ
て
い
る
。

・
住
ん
で
い
る
地
域
の
行
事
に
進
ん
で
参

加
し
て
い
る
。

・
人
と
話
す
こ
と
は
楽
し
い
と
感
じ
て
い

て
、
友
達
関
係
に
満
足
し
て
い
る
。

▼
規
範
意
識
、
自
分
の
こ
と

・
学
校
の
決
ま
り
を
意
識
し
て
守
っ
て
い
る
。

・
い
じ
め
は
ど
ん
な
理
由
が
あ
っ
て
も
い

け
な
い
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
る
。

・
誰
に
対
し
て
も
思
い
や
り
の
心
を
も
っ

て
接
し
、
困
っ
て
い
る
と
き
進
ん
で
助

け
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
人
の
役
に
立
つ
人
間
に
な
り
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

学
力
調
査
と
学
習
状
況
調
査
の
相
関
か
ら

・
朝
食
を
食
べ
て
い
る
児
童
・
生
徒
は
、

全
体
的
に
ど
の
教
科
に
お
い
て
も
正
答

率
が
高
い
。

・
課
題
解
決
に
向
け
て
自
分
で
考
え
、
学

ん
だ
こ
と
を
ほ
か
の
学
習
に
も
生
か
し

て
い
る
児
童
・
生
徒
の
正
答
率
は
高
い
。

・
友
達
と
話
し
合
う
活
動
を
と
お
し
て
、

自
分
の
考
え
を
深
め
た
り
、
広
げ
た
り

す
る
こ
と
が
で
き
る
児
童
・
生
徒
ほ

ど
、
正
答
率
は
高
い
。

・
家
庭
に
お
い
て
自
分
で
計
画
を
立
て
て

勉
強
し
て
い
る
児
童
・
生
徒
は
、
正
答

率
が
高
い
。

・
平
日
に
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で

ゲ
ー
ム
を
す
る
時
間
が
長
い
児
童
・
生

徒
ほ
ど
、
正
答
率
が
低
い
傾
向
に
あ
る
。

◇

　

規
則
正
し
い
生
活
を
し
た
り
、
家
族
や

先
生
か
ら
自
分
の
よ
い
と
こ
ろ
を
認
め
ら

れ
た
り
す
る
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
の
学

ぶ
意
欲
は
高
ま
り
ま
す
。
家
庭
や
学
校
・

地
域
で
子
ど
も
た
ち
を
見
守
り
、
子
ど
も

た
ち
の
成
長
を
認
め
、
声
を
か
け
て
い
く

こ
と
が
大
切
で
す
。

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
小
・
中
学
校
に

お
い
て
教
職
員
の
授
業
力
向
上
を
目
指

し
、
「
ス
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
育
成
事

業
」
や
「
授
業
力
向
上
研
修
」
の
実
施
、

学
習
指
導
の
改
善
プ
ラ
ン
の
策
定
な
ど
、

学
力
向
上
の
た
め
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
調
査
結
果
を
踏
ま
え
、
今
後
も
各
学

校
と
連
携
し
て
指
導
の
改
善
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

■
問
合　

学
校
教
育
課

☎
０
２
８
７

－

８
８

－

６
２
２
２

全　　　国

那須烏山市

国  語

69.8

△

45.6

△

英  語

51.0

▲

数  学

〈中学３年生〉 （%）

とちぎっ子学習状況調査
〈小学４年生〉 （%）

栃　木　県

那須烏山市

国  語

62.9

○

65.7

○

理  科

57.3

○

算  数

〈小学５年生〉 （%）

栃　木　県

那須烏山市

国  語
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パソコンを使用した情報教育支援

教員向けの研修の様子
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認定証交付式の様子

　9月24日（日）は南那須公民館で、9月30日（土）は
烏山公民館で「なすからタウンミーティング」が
開催され、市民など延べ85人が参加しました。
　今回のテーマの「庁舎整備の検討状況（第1回～第
３回検討委員会検討結果）とデジタルを活用した市民
サービスの向上」について行われた意見交換で
は、異常気象による想定外の自然災害を考慮した
庁舎の位置や財源の問題、デジタルを使ってどの
ようなことができるかなど様々な意見が交わさ
れました。

　９月21日（木）～30日（土）にかけて「秋の交通安
全県民総ぐるみ運動」が行われました。
　初日となった21日（木）には、旭交差点で市や那
須烏山警察署、交通安全協会、安全運転管理者協
議会などの関係者約15人が特別街頭指導を行い、
安全運転を呼びかけました。また、25日（月）には、
「こどもや高齢者に優しい３Ｓ運動の推進強化の
日」として、市内スーパーでチラシや啓発グッズ
を配布し、買い物客へ交通マナー向上を呼びかけ
ました。

庁舎整備などについて意見交換
なすからタウンミーティング

市内で事故防止を呼びかけ
秋の交通安全運動

市
民
の
意
見
を
聞
く
川
俣
市
長

　11月8日は、日本歯科医師会が設定した「いい歯の日」で
す。健康な体で食事を楽しむには、「歯とお口の健康」が欠
かせません。毎日のお手入れはもちろん、かかりつけ歯科
医を持ち、定期的に歯科検診を受けましょう。
　市が実施した調査では、約７割の市民がかかりつけ歯科
医を持っていることがわかります（図１）。かかりつけ歯科
医は、異変を感じたときに気軽に相談できるほか、これま
での治療の経緯を把握しているため、その人にあったアド
バイスやメンテナンスが受けられる利点があります。まだ
かかりつけ歯科医を持っていない人は、自分に合った歯科
医を探してみましょう。
　また、市では６月と10月の年２回、歯周病の予防や早期
発見を目的として保健福祉センターで集団歯周病検診を
実施しています。集団健診と同じ日に実施しており、健診
と合わせて気軽に受診できます。この検診は、５００円で
歯科医師の診察や歯科衛生士による丁寧な指導を受ける
ことができます。詳細は下記あてお問い合わせください。
■問合　健康福祉課健康増進グループ
　　　　☎０２８７－８８－７１１５

　市では、10月25日（水）にワーク・ライフ・バランス推進企業認定証交付式を
開催し、市内企業２者を「推進企業」として認定しました。

　昨年度から始まった那須烏山市ワーク・ライフ・バランス推進企業
認定制度は、仕事と生活の調和を図り、男女が共に働きやすい職場環
境の実現に積極的に取り組み、成果を上げている企業などで、 働き
やすい環境づくり、育児・介護と仕事の両立支援、女性活躍支援、地域
活動支援の４つの分野30項目のうち、15項目以上に該当した企業を
認定するもので、今年度を含め合計で市内企業７者が登録されてい
ます。
　市では、推進企業の取組事例を広く紹介することで、市内企業にお
ける職場環境の整備の促進、意識の醸成、成長および発展を目指して
います。次の募集は令和６年６月頃を予定しています。詳細は下記あ
てお問い合わせください。
■問合　商工観光課商工振興グループ　☎０２８７－８３－１１１５

①受付：事前に記入した問診票を提出し、５００
円を支払います。

②問診・診察：歯科医師が虫歯の有無や歯肉の状
態だけでなく、お口の中の清掃状態や歯石の付
着などを確認します。

③歯科相談：検診結果をもとに、歯科衛生士が歯
の手入れの仕方や、歯ブラシなどの使い方を丁
寧に指導します。

持っていない
持っている
不明

歯周病検診・歯科検診で

【集団歯周病検診の流れ】

お口の健康づくりをしましょう

令和５年度認定　ワーク・ライフ・バランス推進企業

認定番号第６号

お互いさまの精神が根付き、
有休取得率は約6～７割。地
域との交流を積極的に行って
います。園児に寄り添った家
庭的できめ細かな保育を提供
しています。

■業種：小規模保育施設
■所在地：宮原452
■従業員数：11名

市内企業２者をワーク・ライフ・バランス推進企業に認定

だれもが働きやすい職場を目指して

キッズランドあさひ
認定番号第７号

認定番号第１号

認定番号第２号

認定番号第３号

認定番号第４号

認定番号第５号

リンレイテープ株式会社
栃木工場・江川工場

大生工業株式会社
宇都宮工場

有限会社ひらつね

烏山信用金庫

株式会社悠愛

新工場を取得し、女性が働き
やすい職場環境を整備しまし
た。生産調整を行い、季節変
動を平準化。労働時間の短縮
と夜間勤務を廃止することが
できました。

■業種：産業用機械部品製造販売
■所在地：小倉707-2
■従業員数：43名

株式会社ジーク

令和４年度認定企業

歯科医師による問診・診察（集団歯周病検診実施時）

図１かかりつけ歯科医を持っていますか？
令和３年実施　生活習慣に関する調査

24.5

0.6

74.9
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　市ホームページで、各企業の
ワーク・ライフ・バランスの取組事
例等を紹介しています。
　ぜひ、ご覧ください。

介護介護

性別や年齢に関わらず
働きやすい職場

性別や年齢に関わらず
働きやすい職場

子育て子育て
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　岸田文雄内閣総理大臣が10月７日（土）、酪農情勢
視察のため興野地区の小森牧場を訪れました。
　岸田総理は、牧場主の小森崇宏さんから経営状
況の説明を受けた後、餌やり作業を体験。その後
は、同行した農林水産副大臣らと共に、小森さんや
県内の女性酪農家、乳業メーカーなど酪農関係者
６名と車座対話を実施し、国産飼料の生産と利用
拡大に対する取り組みや、女性活躍に向けた課題、
牛乳・乳製品の需要拡大に対する取り組みなどに
ついて、活発な意見交換が行われました。

　10月７日（土）、烏山小で「烏山小学校創立１５０
周年パレード」が開催され、在校生や教職員、ＰＴＡ
関係者など約４５０人が参加しました。
　パレード前の記念式典では、大金仁校長が「児童
たちには、パレードの中で地域の皆さんと一緒に１
５０年の歴史を感じてほしい」と話しました。式典
後には、同校の卒業生でラジオパーソナリティとし
て活躍する棚橋麻衣さんによる合図でパレードが
スタート。烏山小と烏山中ブラスバンド部による校
歌の演奏に合わせて、児童たちは旧校舎跡地の烏山
中央公園まで元気いっぱいに歩きました。

餌やり体験や酪農関係者との意見交換
岸田総理が市内牧場を訪問

歴史と伝統を感じながら行進
烏山小創立１５０周年パレード

車
座
対
話
で
意
見
交
換
を
行
う
岸
田
総
理

（
左
か
ら
３
番
目
）

記
念
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　矢口正則さん（上境）が、交通安全・防犯のため、Ｌ
ＥＤ太陽灯１基を市に寄附しました。10月12日
（木）には烏山庁舎市長室で贈呈式が行われ、川俣純
子市長に目録を贈呈しました。寄附された太陽灯
は、上境地区に設置しました。
　矢口さんは、「部活帰りの学生が暗い夜道を、自
転車を押しながら帰っていく姿を見ていて、途中
で一息つける場所があればと思っていた。太陽灯
を設置したことで、学生が安心して通れるように
なれば嬉しい」と話しました。

交通安全・防犯のため
矢口さんがＬＥＤ太陽灯を寄附

川
俣
市
長
に
目
録
を
手
渡
す
矢
口
さ
ん（
左
）

　清水川せせらぎ公園の環境の充実を目指し活動
している夏の木陰プロジェクト（平野達朗・大橋誠共同
代表）は、10月8日（日）に烏山庁舎で、市内小学校、幼
稚園・保育園および南那須特別支援学校に通うお
子さんをもつ世帯に行った「子育て世代の公園利
用に関するアンケート調査」の結果を川俣純子市
長、渋井由放市議会議長、市職員に報告しました。
　当日は、報告とともにアンケート結果にもとづ
いた課題を提示し、清水川せせらぎ公園の整備に
当たり、子育て世代との意見交換の実施や栃木県
の担当者に参加してもらうなどを提案しました。

子育て世代の公園利用に関する
アンケート調査結果を報告

　10月5日（木）、烏山高校で「第15回創立記念式
典」が開催され、在校生や教職員、同窓会、ＰＴＡ
関係者など約４６０人が出席しました。
　記念式典では、稲葉尚幸校長が「創設者をはじ
め先人に感謝するとともに、受け継いだ伝統のう
えに新たな歩みを刻み、未来へ引き継いでほし
い」とあいさつ。式典後には、同校の卒業生で名古
屋大学宇宙地球環境研究所副所長の檜山哲哉教
授による「気候激変期に求められる社会変革」と
題した記念講演が行われ、生徒らは熱心に耳を傾
けていました。

烏山高校で
第15回創立記念式典

記
念
式
典
で
式
辞
を
述
べ
る
稲
葉
校
長

　10月３日（火）、新たに整備する認定こども園園舎
の「新築工事起工式」が、建設予定地のつくし幼稚園
敷地内で行われました。起工式には、川俣純子市長
や渋井由放市議会議長、工事関係者など約30人が
出席し、新園舎建設工事の安全を祈願しました。
　市では、出生数の減少や園舎の防災および老朽化
対策の必要性から認定こども園の整備を進めてお
り、にこにこ保育園とつくし幼稚園を統合して新た
に認定こども園を整備することになりました。
　新園舎は木造２階建てで、令和６年７月31日の
完成を目指して現在工事を進めています。

認定こども園園舎新築に向けて
起工式で工事の安全を祈願
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　市シルバー人材センター（澤村俊夫理事長）では、10
月14日（土）、公共施設の奉仕作業を行いました。
　作業は、10月のシルバー事業普及啓発月間に合
わせ、地域貢献に寄与すると共に当センターの活
動をＰＲし、利用向上と会員増加を図ろうと毎年
実施しているもの。当日は、爽やかな秋空の下、約
80人の会員が３時間にわたり、南那須公民館から
南那須庁舎までの約６００ｍで除草や芝刈り、植
木せん定などに汗を流しました。その後、会員らは
作業時の事故防止講習に参加しました。

シルバー人材センターの奉仕作業
環境美化に汗を流す

　日清・日露戦争から第二次世界大戦までの戦火
で尊い命を失った戦没者を追悼する「戦没者追悼
式」が10月13日（金）、南那須公民館で開かれ、地域
住民など85人が参列し、黙とうを捧げました。
　追悼式では、川俣純子市長が式辞を述べたほか、
鈴木定男市遺族会長と渋井由放市議会議長が哀悼
の言葉を述べました。また、当日は献花も行われ、
主催者や来賓のほか、遺族会員54人が１５６１柱
の英霊に平和を願い白菊を捧げました。

１５６１柱の英霊に献花
平和願い戦没者追悼式を開催
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　岸田文雄内閣総理大臣が10月７日（土）、酪農情勢
視察のため興野地区の小森牧場を訪れました。
　岸田総理は、牧場主の小森崇宏さんから経営状
況の説明を受けた後、餌やり作業を体験。その後
は、同行した農林水産副大臣らと共に、小森さんや
県内の女性酪農家、乳業メーカーなど酪農関係者
６名と車座対話を実施し、国産飼料の生産と利用
拡大に対する取り組みや、女性活躍に向けた課題、
牛乳・乳製品の需要拡大に対する取り組みなどに
ついて、活発な意見交換が行われました。

　10月７日（土）、烏山小で「烏山小学校創立１５０
周年パレード」が開催され、在校生や教職員、ＰＴＡ
関係者など約４５０人が参加しました。
　パレード前の記念式典では、大金仁校長が「児童
たちには、パレードの中で地域の皆さんと一緒に１
５０年の歴史を感じてほしい」と話しました。式典
後には、同校の卒業生でラジオパーソナリティとし
て活躍する棚橋麻衣さんによる合図でパレードが
スタート。烏山小と烏山中ブラスバンド部による校
歌の演奏に合わせて、児童たちは旧校舎跡地の烏山
中央公園まで元気いっぱいに歩きました。

餌やり体験や酪農関係者との意見交換
岸田総理が市内牧場を訪問

歴史と伝統を感じながら行進
烏山小創立１５０周年パレード
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　矢口正則さん（上境）が、交通安全・防犯のため、Ｌ
ＥＤ太陽灯１基を市に寄附しました。10月12日
（木）には烏山庁舎市長室で贈呈式が行われ、川俣純
子市長に目録を贈呈しました。寄附された太陽灯
は、上境地区に設置しました。
　矢口さんは、「部活帰りの学生が暗い夜道を、自
転車を押しながら帰っていく姿を見ていて、途中
で一息つける場所があればと思っていた。太陽灯
を設置したことで、学生が安心して通れるように
なれば嬉しい」と話しました。

交通安全・防犯のため
矢口さんがＬＥＤ太陽灯を寄附
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　清水川せせらぎ公園の環境の充実を目指し活動
している夏の木陰プロジェクト（平野達朗・大橋誠共同
代表）は、10月8日（日）に烏山庁舎で、市内小学校、幼
稚園・保育園および南那須特別支援学校に通うお
子さんをもつ世帯に行った「子育て世代の公園利
用に関するアンケート調査」の結果を川俣純子市
長、渋井由放市議会議長、市職員に報告しました。
　当日は、報告とともにアンケート結果にもとづ
いた課題を提示し、清水川せせらぎ公園の整備に
当たり、子育て世代との意見交換の実施や栃木県
の担当者に参加してもらうなどを提案しました。

子育て世代の公園利用に関する
アンケート調査結果を報告

　10月5日（木）、烏山高校で「第15回創立記念式
典」が開催され、在校生や教職員、同窓会、ＰＴＡ
関係者など約４６０人が出席しました。
　記念式典では、稲葉尚幸校長が「創設者をはじ
め先人に感謝するとともに、受け継いだ伝統のう
えに新たな歩みを刻み、未来へ引き継いでほし
い」とあいさつ。式典後には、同校の卒業生で名古
屋大学宇宙地球環境研究所副所長の檜山哲哉教
授による「気候激変期に求められる社会変革」と
題した記念講演が行われ、生徒らは熱心に耳を傾
けていました。

烏山高校で
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対策の必要性から認定こども園の整備を進めてお
り、にこにこ保育園とつくし幼稚園を統合して新た
に認定こども園を整備することになりました。
　新園舎は木造２階建てで、令和６年７月31日の
完成を目指して現在工事を進めています。
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　市シルバー人材センター（澤村俊夫理事長）では、10
月14日（土）、公共施設の奉仕作業を行いました。
　作業は、10月のシルバー事業普及啓発月間に合
わせ、地域貢献に寄与すると共に当センターの活
動をＰＲし、利用向上と会員増加を図ろうと毎年
実施しているもの。当日は、爽やかな秋空の下、約
80人の会員が３時間にわたり、南那須公民館から
南那須庁舎までの約６００ｍで除草や芝刈り、植
木せん定などに汗を流しました。その後、会員らは
作業時の事故防止講習に参加しました。

シルバー人材センターの奉仕作業
環境美化に汗を流す

　日清・日露戦争から第二次世界大戦までの戦火
で尊い命を失った戦没者を追悼する「戦没者追悼
式」が10月13日（金）、南那須公民館で開かれ、地域
住民など85人が参列し、黙とうを捧げました。
　追悼式では、川俣純子市長が式辞を述べたほか、
鈴木定男市遺族会長と渋井由放市議会議長が哀悼
の言葉を述べました。また、当日は献花も行われ、
主催者や来賓のほか、遺族会員54人が１５６１柱
の英霊に平和を願い白菊を捧げました。

１５６１柱の英霊に献花
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　和久キミ子さん（上境）が９月８日（金）に、大貫榮子さん（小原沢）が９月28日（木）に満１００歳の誕生日を迎
え、市から記念品が贈られました。

和久さん、大貫さん１００歳おめでとうございます

　大桶下自主防災会（石川法生会長）による防災訓練
が、10月22日（日）、大桶下公民館で開かれ、地域住
民約50人が参加しました。
　訓練では、南那須地区広域行政事務組合消防本
部の協力により、起震車による地震体験や煙体験、
ＡＥＤを活用した心肺蘇生法を学んだほか、地元
消防団協力のもと、各種体験や炊き出しなども行
われました。また、宮城県薬剤師会相談役の丹野佳
郎さんや消防署員、地元駐在所警察官を講師に迎
え、東日本大震災での経験をもとにした災害対策
の講話が行われました。

　第14回栃木県シニアサッカー選手権大会で、大
野治樹さん（大桶）が所属する栃木大昭サッカークラ
ブが優秀な成績を収め、10月28日（土）～31日（火）に
愛媛県で開催された「ねんりんピック愛顔のえひ
め２０２３」に出場しました。
　大会前の取材で大野さんは、「自分だけでなく相
手にもけがをさせないように、全国の人たちとサッ
カーを通して楽しく交流したい。そのうえで勝利を
目指していけたら」と意気込みを語りました。

地域全体で災害に備えるため
４年ぶりに大桶下地区で防災訓練

大野治樹さんがサッカーで
「ねんりんピック」に出場
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　市指定無形民俗文化財の「宮原八幡宮観世流太々
神楽」が９月24日（日）に落石釣堀で披露されました。
　この太々神楽は、宮原八幡宮祠斎藤松寿氏が伊勢
神宮の権禰宜を勤めた後、明治17年に神楽の面や口
伝などを携えて帰郷し、斎藤主膳を師匠として伝承
したのが始まりとされています。約10年前からは宮
原の敬老会などで披露されてきましたが、コロナ禍
で中止となり今回４年ぶりの披露となりました。

地域住民に脈々と受け継がれる

【宮原八幡宮観世流太々神楽】

　市指定無形民俗文化財の「熊田太々神楽」が10月
15日（日）に熊田西公民館で披露されました。
　この太々神楽は、明治12年に斎藤継定神宮と熊田
素菊神宮が習得した舞を熊田の有志に教えたのが
始まりとされ、現在は熊田太々神楽保存会を中心に
口伝で技術を伝承しています。熊田太々神楽もコロ
ナ禍で中止となりましたが、４年ぶりに地域住民の
前で総禮舞や榊舞などが披露されました。

【熊田太々神楽】

宮原と熊田で伝統の舞披露

熊田太々神楽の岩戸正開舞

宮原八幡宮観世流太々神楽の山田大蛇退治

ごん  ね     ぎ

そう れい さかき

　長年、縫製の仕事をしていた和久さん。その腕前
はお墨付きで、親戚のお子さんの学生服を手作り
したこともあるそう。90歳を過ぎても、上手に縫製
ができたそうです。また、しょっぱい食べ物が好き
で、よく白ごはんに醤油を回しかけて食べていた
そうです。
　入所する介護施設では１００歳のお祝い会が開
かれ、「皆さんにお祝いしてもらってうれしい」と笑
顔を見せた和久さん。当日用意されたケーキのろ
うそくをすべて吹き消すことができたそうです。

　本や新聞を読むことが好きな大貫さん。また、歴
史好きでもあり、熱心に勉強していたそうです。子
育てが一段落してから、学校給食を作る仕事をし
ていた大貫さんは、食べることも大好きで、特に
「麦飯」がお気に入りとのことです。
　長生きの秘訣は「人を好き嫌いせず、悪く言わな
いこと」だそうで、ご家族から見ても、たくさんの
人に好かれているという大貫さん。「ずいぶん長生
きできた。慶賀に堪えない」と１００歳を迎えた喜
びを語りました。

　10月７（土）に南那須中で、10月８日（日）に烏山中
で文化祭が行われました。
　南那須中では、今年のスローガンを「共創」とし、
合唱コンクールや英語スピーチ、少年の主張、広島
平和記念式典参加報告、3年生によるダンス、吹奏
楽などが披露され、生徒一人ひとりがステージで躍
動していました。
　烏山中では、合唱コンクールや文化部成果発表が
行われました。弁論発表や広島平和記念式典派遣事
業報告のほか、郷土芸能部、吹奏楽部、合唱部、科学
部による発表が行われ、堂々とした立派な生徒の姿
が見られました。
　両中学校とも合唱コンクールでは、どのクラスも
日ごろの練習の成果を発揮し、素敵な歌声を披露。
美しいハーモニーで参加した保護者などを魅了し
ていました。
　芸術の秋を中学生の若々しい感性で彩った、連帯
感と個性が光る文化祭でした。

若い感性で芸術の秋彩る
中学校で文化祭

烏山中の合唱コンクール

南那須中のダンス発表

和久さん和久さん 大貫さん大貫さん
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　和久キミ子さん（上境）が９月８日（金）に、大貫榮子さん（小原沢）が９月28日（木）に満１００歳の誕生日を迎
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　この太々神楽は、宮原八幡宮祠斎藤松寿氏が伊勢
神宮の権禰宜を勤めた後、明治17年に神楽の面や口
伝などを携えて帰郷し、斎藤主膳を師匠として伝承
したのが始まりとされています。約10年前からは宮
原の敬老会などで披露されてきましたが、コロナ禍
で中止となり今回４年ぶりの披露となりました。
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【宮原八幡宮観世流太々神楽】

　市指定無形民俗文化財の「熊田太々神楽」が10月
15日（日）に熊田西公民館で披露されました。
　この太々神楽は、明治12年に斎藤継定神宮と熊田
素菊神宮が習得した舞を熊田の有志に教えたのが
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熊田太々神楽の岩戸正開舞

宮原八幡宮観世流太々神楽の山田大蛇退治

ごん  ね     ぎ

そう れい さかき

　長年、縫製の仕事をしていた和久さん。その腕前
はお墨付きで、親戚のお子さんの学生服を手作り
したこともあるそう。90歳を過ぎても、上手に縫製
ができたそうです。また、しょっぱい食べ物が好き
で、よく白ごはんに醤油を回しかけて食べていた
そうです。
　入所する介護施設では１００歳のお祝い会が開
かれ、「皆さんにお祝いしてもらってうれしい」と笑
顔を見せた和久さん。当日用意されたケーキのろ
うそくをすべて吹き消すことができたそうです。

　本や新聞を読むことが好きな大貫さん。また、歴
史好きでもあり、熱心に勉強していたそうです。子
育てが一段落してから、学校給食を作る仕事をし
ていた大貫さんは、食べることも大好きで、特に
「麦飯」がお気に入りとのことです。
　長生きの秘訣は「人を好き嫌いせず、悪く言わな
いこと」だそうで、ご家族から見ても、たくさんの
人に好かれているという大貫さん。「ずいぶん長生
きできた。慶賀に堪えない」と１００歳を迎えた喜
びを語りました。

　10月７（土）に南那須中で、10月８日（日）に烏山中
で文化祭が行われました。
　南那須中では、今年のスローガンを「共創」とし、
合唱コンクールや英語スピーチ、少年の主張、広島
平和記念式典参加報告、3年生によるダンス、吹奏
楽などが披露され、生徒一人ひとりがステージで躍
動していました。
　烏山中では、合唱コンクールや文化部成果発表が
行われました。弁論発表や広島平和記念式典派遣事
業報告のほか、郷土芸能部、吹奏楽部、合唱部、科学
部による発表が行われ、堂々とした立派な生徒の姿
が見られました。
　両中学校とも合唱コンクールでは、どのクラスも
日ごろの練習の成果を発揮し、素敵な歌声を披露。
美しいハーモニーで参加した保護者などを魅了し
ていました。
　芸術の秋を中学生の若々しい感性で彩った、連帯
感と個性が光る文化祭でした。

若い感性で芸術の秋彩る
中学校で文化祭

烏山中の合唱コンクール

南那須中のダンス発表

和久さん和久さん 大貫さん大貫さん
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知っていますか？一時預かり保育

こんな制度もあります！
子育てのための「施設等利用給付」

　市内でマジックを披露する団体「マジ
カル烏山」代表の髙徳さんは、「コロナ禍
で楽しい催し物がない中で、みんなに楽
しんでもらえることはないか」という思
いから、市内のマジック経験者たちとマ
ジカル烏山を結成しました。10月８日
（日）には、南那須公民館で初のマジック
ショーを開催。来場者は１００人を超え
る大盛況で、髙徳さんは「みんな喜んでく
れてよかった。初回から手ごたえばっち
り」と笑顔を見せました。
　髙徳さんがマジックを始めたのは８年
前。民生委員・児童委員や生涯学習指導員
などを務めた後、自分の趣味を広げたい
とシルバー大学校に通い、マジッククラ
ブに所属したことがきっかけだそうで
す。シルバー大学校では絵画も習い、その
経験を活かして「龍彩会」という絵画サー
クルを主催するほか、小学校で絵画教室
を開くなど多才ぶりを発揮しています。
　髙徳さんは「いつもたくさんの人に囲
まれて楽しく活動している。老いを感じ
ている暇がない」と目を輝かせます。積極
的な人柄から、所属する団体ではメン
バーのまとめ役を担当することが多いそ
う。「自分の好きなこと、経験したことを
地域に還元したい。頼りにされるうちは
頑張りたい」と意気込みを語りました。

りゅうさい かい

マジックで使用する道具を手にする髙徳さん

マジックショーでは多くの
観客から拍手喝采

自分の経験を活かして社会貢献

髙 徳 年 子 さん
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Ｒ
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。
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時「
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」で
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は
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を
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の
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介
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。

　一時預かり保育とは、保育園などで一時的にお子さんを預かる事業です。
保護者の仕事や疾病などにより家庭で保育が困難になった場合だけでなく、
育児疲れによる保護者のリフレッシュ目的でも利用できます。

（公立）
にこにこ保育園
☎0287-88-5252

月～金曜日
8：30～
17：00

月～土曜日
8：30～
17：00

月～金曜日
9：00～
16：00

月～土曜日
8：30～
17：00

月～金曜日
8：30～
16：30

月～土曜日
祝日
8：00～
17：00

生後８か月～
就学前児童

生後５か月～
就学前児童

生後２か月～
就学前児童

生後６か月～
３歳程度

１歳～
３歳程度

おおむね１歳半～
３歳程度の就学前児童

（公立）
すくすく保育園
☎0287-82-2359

（私立）
ゆうゆうランド
那須烏山園

☎0287-83-8600
（私立）

烏山聖マリア幼稚園
☎0287-82-3357

（私立）
キッズランドあさひ
☎0287-82-7333

（私立）
あいのわ保育園
☎0287-83-8092

（私立）
こうのやま保育園
☎0287-82-7800

市内の一時預かり保育実施園一覧
園名 対象児童 利用期間 延長 備考

　市内に住所を有するお子さんが私学助成幼稚園や幼稚園の預かり保育、認
可外保育施設、一時預かり保育などを利用する保育料（利用料）が無償化の対
象となります。無償化を受けるためには、年齢や世帯の課税状況、保育の必要
性などに応じて「施設等利用給付」の認定を受ける必要があります。詳細は下
記あてお問い合わせください。

■問合　こども課保育グループ　☎０２８７ー８８ー７１１６

〇対象者
・主に保育園などを利用していないお子さん
・原則、市内に住所を有するお子さん
〇利用方法
　利用希望の施設に直接電話などで（原則３日前までに）予約してください。た
だし、園行事や利用定員に余裕がない場合は、預けられない場合があります
のでご了承ください。
　料金・持物・服装などは、予約の際に施設にご確認ください。なお、料金は市
ホームページに掲載しています。

※１
※２
※３

※１

※２

※１

※２

※３

※１

無

有

有

有

有

有

土・日曜日、祝日、年末年始（12/29～1/3）は預けることができません。
日曜日、祝日、年末年始は預けることができません。
日曜日、年末年始は預けることができません。

　本市の地域おこし協力隊の武田隊員と長岡隊員
らが、9月16（土）～18日（月・祝）の2泊3日で移住体験
プログラム「おためし地域おこし協力隊」を実施し
ました。
　おためし地域おこし協力隊は、首都圏などの若者
に実際に本市を訪れてもらい、地域の魅力を体験し
てもらうことで、地域おこし協力隊の採用や関係人
口の創出につなげることを目的としています。初開
催の今回は、神奈川県や宇都宮市から20代の女性3
名が参加。市内を散策しながら地域の魅力に触れた
ほか、ワークショップで地域課題の解決に向けた取
り組みの勉強会を行い、最終日には成果発表として
川俣純子市長にプレゼンをしました。
　武田隊員と長岡隊員は、市内の案内や現役の地域
おこし協力隊として質問に答えるなど、参加者を手
厚くサポート。参加者からは、「今後も那須烏山市に
足を運び、関係人口として関わって
いきたい」などの声が聞かれました。
地域おこし協力隊の活動は、市ホー
ムページなどで紹介しています。

関係人口創出に向けて
おためし地域おこし協力隊実施

ワークショップで地域課題の解決を学ぶ

市内散策で龍門の滝に訪れた参加者ら

▲市ホームページ
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知っていますか？一時預かり保育

こんな制度もあります！
子育てのための「施設等利用給付」

　市内でマジックを披露する団体「マジ
カル烏山」代表の髙徳さんは、「コロナ禍
で楽しい催し物がない中で、みんなに楽
しんでもらえることはないか」という思
いから、市内のマジック経験者たちとマ
ジカル烏山を結成しました。10月８日
（日）には、南那須公民館で初のマジック
ショーを開催。来場者は１００人を超え
る大盛況で、髙徳さんは「みんな喜んでく
れてよかった。初回から手ごたえばっち
り」と笑顔を見せました。
　髙徳さんがマジックを始めたのは８年
前。民生委員・児童委員や生涯学習指導員
などを務めた後、自分の趣味を広げたい
とシルバー大学校に通い、マジッククラ
ブに所属したことがきっかけだそうで
す。シルバー大学校では絵画も習い、その
経験を活かして「龍彩会」という絵画サー
クルを主催するほか、小学校で絵画教室
を開くなど多才ぶりを発揮しています。
　髙徳さんは「いつもたくさんの人に囲
まれて楽しく活動している。老いを感じ
ている暇がない」と目を輝かせます。積極
的な人柄から、所属する団体ではメン
バーのまとめ役を担当することが多いそ
う。「自分の好きなこと、経験したことを
地域に還元したい。頼りにされるうちは
頑張りたい」と意気込みを語りました。

りゅうさい かい

マジックで使用する道具を手にする髙徳さん

マジックショーでは多くの
観客から拍手喝采

自分の経験を活かして社会貢献
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　一時預かり保育とは、保育園などで一時的にお子さんを預かる事業です。
保護者の仕事や疾病などにより家庭で保育が困難になった場合だけでなく、
育児疲れによる保護者のリフレッシュ目的でも利用できます。

（公立）
にこにこ保育園
☎0287-88-5252

月～金曜日
8：30～
17：00

月～土曜日
8：30～
17：00

月～金曜日
9：00～
16：00

月～土曜日
8：30～
17：00

月～金曜日
8：30～
16：30

月～土曜日
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8：00～
17：00

生後８か月～
就学前児童

生後５か月～
就学前児童

生後２か月～
就学前児童

生後６か月～
３歳程度

１歳～
３歳程度

おおむね１歳半～
３歳程度の就学前児童

（公立）
すくすく保育園
☎0287-82-2359

（私立）
ゆうゆうランド
那須烏山園

☎0287-83-8600
（私立）

烏山聖マリア幼稚園
☎0287-82-3357

（私立）
キッズランドあさひ
☎0287-82-7333

（私立）
あいのわ保育園
☎0287-83-8092

（私立）
こうのやま保育園
☎0287-82-7800

市内の一時預かり保育実施園一覧
園名 対象児童 利用期間 延長 備考

　市内に住所を有するお子さんが私学助成幼稚園や幼稚園の預かり保育、認
可外保育施設、一時預かり保育などを利用する保育料（利用料）が無償化の対
象となります。無償化を受けるためには、年齢や世帯の課税状況、保育の必要
性などに応じて「施設等利用給付」の認定を受ける必要があります。詳細は下
記あてお問い合わせください。

■問合　こども課保育グループ　☎０２８７ー８８ー７１１６

〇対象者
・主に保育園などを利用していないお子さん
・原則、市内に住所を有するお子さん
〇利用方法
　利用希望の施設に直接電話などで（原則３日前までに）予約してください。た
だし、園行事や利用定員に余裕がない場合は、預けられない場合があります
のでご了承ください。
　料金・持物・服装などは、予約の際に施設にご確認ください。なお、料金は市
ホームページに掲載しています。
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※２

※３

※１

無

有

有

有

有

有

土・日曜日、祝日、年末年始（12/29～1/3）は預けることができません。
日曜日、祝日、年末年始は預けることができません。
日曜日、年末年始は預けることができません。

　本市の地域おこし協力隊の武田隊員と長岡隊員
らが、9月16（土）～18日（月・祝）の2泊3日で移住体験
プログラム「おためし地域おこし協力隊」を実施し
ました。
　おためし地域おこし協力隊は、首都圏などの若者
に実際に本市を訪れてもらい、地域の魅力を体験し
てもらうことで、地域おこし協力隊の採用や関係人
口の創出につなげることを目的としています。初開
催の今回は、神奈川県や宇都宮市から20代の女性3
名が参加。市内を散策しながら地域の魅力に触れた
ほか、ワークショップで地域課題の解決に向けた取
り組みの勉強会を行い、最終日には成果発表として
川俣純子市長にプレゼンをしました。
　武田隊員と長岡隊員は、市内の案内や現役の地域
おこし協力隊として質問に答えるなど、参加者を手
厚くサポート。参加者からは、「今後も那須烏山市に
足を運び、関係人口として関わって
いきたい」などの声が聞かれました。
地域おこし協力隊の活動は、市ホー
ムページなどで紹介しています。

関係人口創出に向けて
おためし地域おこし協力隊実施

ワークショップで地域課題の解決を学ぶ

市内散策で龍門の滝に訪れた参加者ら

▲市ホームページ
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地
域
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ま
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ポ
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ト
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市
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及
啓
発

特
集



◇『峠』 小泉　堯史監督
◇『母性』 廣木　隆一監督
◇『アムステルダム』
 デヴィッド・Ｏ・ラッセル監督
◇『ダウントン・アビー　新たなる時代
　へ』 サイモン・カーティス監督
◇『非常宣言』 ハン・ジェリム監督
◇『かがみの孤城』 原　恵一監督

　今回はＪＲ烏山線開業１００周
年記念イベントを特集しました！
　烏山線の思い出といえば、私は
学生時代に通学や部活などで毎日
のようにお世話になりました。ま
た、父から聞いた話では、祖父が先
の大戦で出兵する際に烏山線に
乗って向かったそうです。出発時
には駅前に見送りの人たちが大勢
詰めかけたのだとか。遠い昔の話
の中にも烏山線が存在していたん
だなぁと歴史の長さを改めて感じ
ました。
　１００歳を迎えた烏山線。これ
からの１００年を考える節目の年
でもありますが、次の節目のとき
にはこの広報紙が烏山線の歴史を
振り返る資料になっているといい
なぁ。

◇『超訳般若心経』 境野　勝悟
◇『ガチャガチャの経済学』
 小野尾　勝彦
◇『不調の９割はスマホ姿勢から』
 奥谷　まゆみ
◇『歌う自画像』 笠置　シヅ子
◇『超シルバー川柳　黄金の日々編』
 みやぎシルバーネット

◆一般図書◆

南那須図書館　☎0287-88-2748　Fax88-0204
烏山図書館     ☎0287-82-3062　Fax82-7566

毎
月
５
日
ま
で
に
、総
合
政
策
課
広
報
広
聴
グ
ル
ー
プ

（
〒
3
2
1

－

0
6
9
2
那
須
烏
山
市
中
央
1
丁
目

1
番
1
号
）
あ
て
、
郵
送
な
ど
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

図書館HPから新着図書が検索できます。　https://lib-nasukarasuyama.jp/

俳  

句

水
野　

信
一　

選

川  

柳

篠
﨑　

酔
月　

選

短  

歌

滝
口　

節
子　

選

◆児童図書◆

◆ＤＶＤ◆

◆電子図書◆
◇『怒鳴られ駅員のメンタル非常ボタ
　ン』 綿貫　渉
◇『フランスの高校生が学んでいる 10
　人の哲学者』 シャルル・ペパン
◇『ＪＲ上野駅公園口』 柳　美里
◇『６人のお姫さま』 二宮　由紀子
◇『ぬいぐるみきゅうじょたい』
 ティエリー・ロブレヒト

◇『けんび鏡でズームイン！』
 アリス・ジェイムズ
◇『子どもがつくれるプレゼント菓子』
 柴田書店
◇『いきもの漢字事典』 粟生　こずえ
◇『おすしかめんサーモンスペシャル』
 土門　トキオ
◇『チーム紫式部！』 楠木　誠一郎

新着図書新着図書
人口

令和5年10月1日現在

男
出生
転入

11,603
5
37

11,758
38
34

女
死亡
転出

23,361（－30）

世帯数 9,091
※（　）対前月比
※令和2年国勢調査を基に集計した
　統計人口です。

※（　）対前月比
※令和2年国勢調査を基に集計した
　統計人口です。

　編集後記

終
電
の
座
席
に
据
る
残
暑
か
な　

　
　

幸
子（
南
大
和
久
）

秋
麗
や
新
刊
本
の
白
き
帯

髙
田　

栄
子（
田
野
倉
）

と
り
こ
ぼ
す
朝
顔
の
種
黒
々
と

板
橋　

陽
子（
岩　

子
）

声
高
く
ナ
イ
ス
シ
ョ
ッ
ト
や
鰯
雲古

内　

晴
代（
金　

井
）

満
月
が
誘
う
夜
更
に
あ
る
神
秘

小
堀　

翠
泉（
中　

央
）

真
夜
中
に
電
話
が
鳴
っ
て
飛
び
起
き
る

樋
山　
　

隆（
向　

田
）

町
外
れ
古
民
家
利
用
カ
フ
ェ
を
あ
け

五
月
女
佳
子（
谷
浅
見
）

町
外
れ
ひ
ま
わ
り
群
に
迎
え
ら
れ鈴

木　

克
義（
八
ケ
代
）

猛
暑
日
の
夜
月
光
に
誘
わ
れ
庭
先
に
祈
る
幸
せ
な
世

を

須
田　

孝
子（
城　

東
）

稲
刈
も
終
盤
に
な
り
ひ
と
安
心
大
根
、白
菜
の
播
種
を

済
ま
す

滝　
　

輝
巳（
福　

岡
）

亡
き
夫
の
好
み
し
彼
岸
花
咲
き
ぬ
黄
泉
の
国
か
ら
見

え
て
い
ま
す
か

水
上
キ
ヨ
子（
志　

鳥
）

亡
き
夫
の
面
影
追
い
て
数
か
月
夢
で
も
い
い
か
ら
ひ

と
目
会
い
た
い

佐
藤　

恵
子（
金　

井
）

作品
募集

お 知 らせ

■
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金

中
山
成
一
様（
宇
都
宮
市
）か
ら
30
万
円
、
藤
田

靖
人
様（
静
岡
県
浜
松
市
）、
石
井
義
人
様（
埼
玉
県

和
光
市
）か
ら
各
４
万
５
千
円
、
羽
鳥
広
宣
様

（
東
京
都
港
区
）か
ら
２
万
円
、
井
村
直
希
様（
神

奈
川
県
藤
沢
市
）か
ら
１
万
２
千
円
、
谷
口
淳
様

（
東
京
都
狛
江
市
）、清
宮
尚
久
様（
埼
玉
県
さ
い
た
ま

市
）、伊
東
絵
理
様（
東
京
都
渋
谷
区
）、青
木
博
子

様（
宇
都
宮
市
）、山
形
幸
男
様（
千
葉
県
市
原
市
）か

ら
各
１
万
円
、瀬
戸
美
子
様（
東
京
都
江
戸
川
区
）

か
ら
７
千
円
、
匿
名
希
望
者
様
１
５
４
人
か

ら
合
計
２
６
０
万
２
千
円
が
本
市
に
寄
附

さ
れ
ま
し
た
。

■
無
水
小
便
器
の
寄
附

Ｕ
Ｒ
Ｉ
Ｍ
Ａ
Ｔ　

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ（
株
）
様
（
東

京
都
港
区
）
か
ら
龍
門
の
滝
観
光
駐
車
場
公
衆

ト
イ
レ
に
Ｕ
Ｒ
Ｉ
Ｍ
Ａ
Ｔ
無
水
小
便
器
２

台
が
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

●
第
17
回
市
民
ナ
イ
タ
ー
野
球
大
会（
７
月
29

日
㈯
、８
月
５
日
㈯
、12
日
㈯
、９
月
２
日
㈯
、９
日
㈯
、緑

地
運
動
公
園
）

▽
優
勝
：
南
大
和
久
Ｂ
Ｂ
Ｃ
▽
準
優
勝
：

藤
田
ク
ラ
ブ
▽
第
３
位
：
Ｆ
Ｔ
ク
ラ
ブ

●
第
14
回
自
治
会
対
抗
親
善
野
球
大
会
（
８

月
20
日
㈰
、27
日
㈰
、９
月
23
日（
土
・
祝
）、烏
山
野
球
場
）

▽
優
勝
：
チ
ー
ム
南
部
▽
準
優
勝
：
藤
田

●
第
16
回
那
須
烏
山
支
部
秋
季
野
球
大
会

（
９
月
10
日
㈰
、17
日
㈰
、緑
地
運
動
公
園
）

▽
優
勝
：
烏
山
信
用
金
庫
▽
準
優
勝
：
藤
田

ク
ラ
ブ
▽
第
３
位
：
南
大
和
久
Ｂ
Ｂ
Ｃ
、侍

●
第
40
回
日
本
空
手
道
白
堊
会
選
手
権
大

会（
９
月
18
日（
月
・
祝
）、板
橋
区
立
小
豆
沢
体
育
館
）

【
形
の
部
小
学
生
２
年
女
子
】▽
準
優
勝
：

人
見
莉
央
奈（
烏
山
小
）

【
組
手
の
部
小
学
生
２
年
女
子
】▽
優
勝
：

人
見
莉
央
奈（
烏
山
小
）▽
準
優
勝
：
人
見
柚

稀
奈（
同
）

【
組
手
の
部
小
学
生
３
年
女
子
】▽
第
３
位
：

提
箸
心
愛（
烏
山
小
）

【
組
手
の
部
小
学
生
４
年
女
子
】▽
優
勝
：

古
内
香
名（
烏
山
小
）

【
組
手
の
部
小
学
生
５
年
女
子
】▽
優
勝
：

村
山
寧
（々
江
川
小
）

【
組
手
の
部
中
学
生
男
子
】▽
第
３
位
：
寺

澤
聖
心（
南
那
須
中
）

【
組
手
の
部
高
校
生
男
子
】▽
優
勝
：
村
山

晴
流（
宇
都
宮
商
業
）

●
第
44
回
南
那
須
地
区
少
年
剣
道
大
会
（
９

月
17
日
㈰
、那
須
烏
山
市
武
道
館
）

【
小
学
２
年
生
以
下
の
部
】▽
優
勝
：
小
川

空
澄（
宏
倫
剣
道
）▽
第
３
位
：
槇
楓
夏（
同
）

【
小
学
３
・
４
年
生
の
部
】▽
準
優
勝
：
山

本
一
太（
宏
倫
剣
道
）

【
小
学
５
・
６
年
生
の
部
】▽
優
勝
：
河
和

歩
武
（
宏
倫
剣
道
）▽
準
優
勝
：
小
川
楷
土
（
同
）

▽
第
３
位
：
川
上
昴（
同
）

【
中
学
生
男
子
の
部
】▽
優
勝
：
新
井
琢
仁（
烏

山
中
）▽
準
優
勝
：
笠
井
雄
斗（
同
）▽
第
３
位
：

高
橋
遥
灯（
同
）

【
中
学
生
女
子
の
部
】▽
優
勝
：
川
上
翠
音（
南

那
須
中
）▽
準
優
勝
：
笹
沼
成
美
（
同
）▽
第
３

位
：
山
寺
柚
衣（
同
）

●
令
和
５
年
度
市
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

（
９
月
11
日
㈪
、13
日
㈬
、14
日
㈭
、緑
地
運
動
公
園
）

▽
優
勝
：
こ
ぶ
し
台
▽
準
優
勝
：
八
ケ
代

●
第
44
回
八
千
代
市
市
民
体
育
大
会（
９
月
24

日
㈰
、八
千
代
市
市
民
体
育
館
）

【
空
手
道
組
手
の
部
中
学
２
・
３
年
生
男
子
】

▽
準
優
勝
：
五
十
嵐
大
夢（
烏
山
中
）

●
第
43
回
市
民
ナ
イ
タ
ー
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会（
９
月
13
日
㈬
、
14
日
㈭
、
15
日
㈮
、
21
日
㈭
、
烏
山

運
動
公
園
）

▽
優
勝
：
あ
た
ご
ヤ
ン
グ
マ
ン
▽
準
優
勝
：

や
ま
び
こ
ク
ラ
ブ

●
第
19
回
栃
木
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

（
９
月
24
日
㈰
、と
ち
ぎ
福
祉
プ
ラ
ザ
）

【
ボ
ッ
チ
ャ
競
技
】▽
優
勝
：
関
尚
央（
八
ケ
代
）

赤
ち
ゃ
ん
名　
　
（
保　

護　

者
）住　
　

所

※

こ
こ
で
は
、
保
護
者
な
ど
の
了
解
が
得
ら
れ
た
情
報
の
み
を

掲
載
し
て
い
ま
す
。

小　

川　

結　

菜
（
佳
彦
・
裕
美
）藤  　
田

塚　

原　
　

諒　
（
啓
太
・  

瞳  

）城  　
東

谷　

口　
　

巧　
（
寛
明
・
結
莉
花
）田
野
倉

川　

俣　

凪　

和
（
亮
也
・
美
南
）上  　
境

清　

水　

蒼　

真
（
晴
希
・
千
恵
）鴻
野
山

ゆ         

な

   

り
ょ
う

   

た
く
み

な         

お

そ
う       

ま

●
第
11
回
税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル

▽
金
賞
：
岡
テ
ィ
ア
ナ
京
（
江
川
小
６
年
）▽
佳

作
：
石
井
陽
莉（
境
小
６
年
）、
佐
々
木
優
來（
烏

山
小
６
年
）、小
田
戸
柚
希（
七
合
小
６
年
）

い
ざ
な

さ
そ

つ
ま

つ
ま

　市では、「広報お知らせ版」・「広報なすからすやま」・
「市ホームページ」の有料広告を募集しています。
　掲載基準などの詳細は、市ホームページで確認する
か、下記あてお問い合わせください。

■総合政策課広報広聴グループ
　☎０２８７－８３－１１１２

広告掲載募集中 おわびと訂正
　５月号６ページ「烏山線開業100周年・ワーク
ショップ『未来のからせんを一緒に考えよう！』」の
記事で、「立正大学地域創生学部３年の小野雅治さ
ん」とあるのは、正しくは「大正大学地域創生学部３
年の小野雅治さん」です。
　おわびし訂正いたします。
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◇『峠』 小泉　堯史監督
◇『母性』 廣木　隆一監督
◇『アムステルダム』
 デヴィッド・Ｏ・ラッセル監督
◇『ダウントン・アビー　新たなる時代
　へ』 サイモン・カーティス監督
◇『非常宣言』 ハン・ジェリム監督
◇『かがみの孤城』 原　恵一監督

　今回はＪＲ烏山線開業１００周
年記念イベントを特集しました！
　烏山線の思い出といえば、私は
学生時代に通学や部活などで毎日
のようにお世話になりました。ま
た、父から聞いた話では、祖父が先
の大戦で出兵する際に烏山線に
乗って向かったそうです。出発時
には駅前に見送りの人たちが大勢
詰めかけたのだとか。遠い昔の話
の中にも烏山線が存在していたん
だなぁと歴史の長さを改めて感じ
ました。
　１００歳を迎えた烏山線。これ
からの１００年を考える節目の年
でもありますが、次の節目のとき
にはこの広報紙が烏山線の歴史を
振り返る資料になっているといい
なぁ。

◇『超訳般若心経』 境野　勝悟
◇『ガチャガチャの経済学』
 小野尾　勝彦
◇『不調の９割はスマホ姿勢から』
 奥谷　まゆみ
◇『歌う自画像』 笠置　シヅ子
◇『超シルバー川柳　黄金の日々編』
 みやぎシルバーネット

◆一般図書◆

南那須図書館　☎0287-88-2748　Fax88-0204
烏山図書館     ☎0287-82-3062　Fax82-7566
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５
日
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て
、
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ど
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く
だ
さ
い
。

図書館HPから新着図書が検索できます。　https://lib-nasukarasuyama.jp/

俳  

句

水
野　

信
一　

選

川  

柳

篠
﨑　

酔
月　

選

短  

歌

滝
口　

節
子　

選

◆児童図書◆

◆ＤＶＤ◆

◆電子図書◆
◇『怒鳴られ駅員のメンタル非常ボタ
　ン』 綿貫　渉
◇『フランスの高校生が学んでいる 10
　人の哲学者』 シャルル・ペパン
◇『ＪＲ上野駅公園口』 柳　美里
◇『６人のお姫さま』 二宮　由紀子
◇『ぬいぐるみきゅうじょたい』
 ティエリー・ロブレヒト

◇『けんび鏡でズームイン！』
 アリス・ジェイムズ
◇『子どもがつくれるプレゼント菓子』
 柴田書店
◇『いきもの漢字事典』 粟生　こずえ
◇『おすしかめんサーモンスペシャル』
 土門　トキオ
◇『チーム紫式部！』 楠木　誠一郎

新着図書新着図書
人口

令和5年10月1日現在

男
出生
転入

11,603
5
37

11,758
38
34

女
死亡
転出

23,361（－30）

世帯数 9,091
※（　）対前月比
※令和2年国勢調査を基に集計した
　統計人口です。

※（　）対前月比
※令和2年国勢調査を基に集計した
　統計人口です。

　編集後記

終
電
の
座
席
に
据
る
残
暑
か
な　

　
　

幸
子（
南
大
和
久
）

秋
麗
や
新
刊
本
の
白
き
帯

髙
田　

栄
子（
田
野
倉
）

と
り
こ
ぼ
す
朝
顔
の
種
黒
々
と

板
橋　

陽
子（
岩　

子
）

声
高
く
ナ
イ
ス
シ
ョ
ッ
ト
や
鰯
雲古

内　

晴
代（
金　

井
）

満
月
が
誘
う
夜
更
に
あ
る
神
秘

小
堀　

翠
泉（
中　

央
）

真
夜
中
に
電
話
が
鳴
っ
て
飛
び
起
き
る

樋
山　
　

隆（
向　

田
）

町
外
れ
古
民
家
利
用
カ
フ
ェ
を
あ
け

五
月
女
佳
子（
谷
浅
見
）

町
外
れ
ひ
ま
わ
り
群
に
迎
え
ら
れ鈴

木　

克
義（
八
ケ
代
）

猛
暑
日
の
夜
月
光
に
誘
わ
れ
庭
先
に
祈
る
幸
せ
な
世

を

須
田　

孝
子（
城　

東
）

稲
刈
も
終
盤
に
な
り
ひ
と
安
心
大
根
、白
菜
の
播
種
を

済
ま
す

滝　
　

輝
巳（
福　

岡
）

亡
き
夫
の
好
み
し
彼
岸
花
咲
き
ぬ
黄
泉
の
国
か
ら
見

え
て
い
ま
す
か

水
上
キ
ヨ
子（
志　

鳥
）

亡
き
夫
の
面
影
追
い
て
数
か
月
夢
で
も
い
い
か
ら
ひ

と
目
会
い
た
い

佐
藤　

恵
子（
金　

井
）

作品
募集

お 知 らせ

■
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金

中
山
成
一
様（
宇
都
宮
市
）か
ら
30
万
円
、
藤
田

靖
人
様（
静
岡
県
浜
松
市
）、
石
井
義
人
様（
埼
玉
県

和
光
市
）か
ら
各
４
万
５
千
円
、
羽
鳥
広
宣
様

（
東
京
都
港
区
）か
ら
２
万
円
、
井
村
直
希
様（
神

奈
川
県
藤
沢
市
）か
ら
１
万
２
千
円
、
谷
口
淳
様

（
東
京
都
狛
江
市
）、清
宮
尚
久
様（
埼
玉
県
さ
い
た
ま

市
）、伊
東
絵
理
様（
東
京
都
渋
谷
区
）、青
木
博
子

様（
宇
都
宮
市
）、山
形
幸
男
様（
千
葉
県
市
原
市
）か

ら
各
１
万
円
、瀬
戸
美
子
様（
東
京
都
江
戸
川
区
）

か
ら
７
千
円
、
匿
名
希
望
者
様
１
５
４
人
か

ら
合
計
２
６
０
万
２
千
円
が
本
市
に
寄
附

さ
れ
ま
し
た
。

■
無
水
小
便
器
の
寄
附

Ｕ
Ｒ
Ｉ
Ｍ
Ａ
Ｔ　

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ（
株
）
様
（
東

京
都
港
区
）
か
ら
龍
門
の
滝
観
光
駐
車
場
公
衆

ト
イ
レ
に
Ｕ
Ｒ
Ｉ
Ｍ
Ａ
Ｔ
無
水
小
便
器
２

台
が
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

●
第
17
回
市
民
ナ
イ
タ
ー
野
球
大
会（
７
月
29

日
㈯
、８
月
５
日
㈯
、12
日
㈯
、９
月
２
日
㈯
、９
日
㈯
、緑

地
運
動
公
園
）

▽
優
勝
：
南
大
和
久
Ｂ
Ｂ
Ｃ
▽
準
優
勝
：

藤
田
ク
ラ
ブ
▽
第
３
位
：
Ｆ
Ｔ
ク
ラ
ブ

●
第
14
回
自
治
会
対
抗
親
善
野
球
大
会
（
８

月
20
日
㈰
、27
日
㈰
、９
月
23
日（
土
・
祝
）、烏
山
野
球
場
）

▽
優
勝
：
チ
ー
ム
南
部
▽
準
優
勝
：
藤
田

●
第
16
回
那
須
烏
山
支
部
秋
季
野
球
大
会

（
９
月
10
日
㈰
、17
日
㈰
、緑
地
運
動
公
園
）

▽
優
勝
：
烏
山
信
用
金
庫
▽
準
優
勝
：
藤
田

ク
ラ
ブ
▽
第
３
位
：
南
大
和
久
Ｂ
Ｂ
Ｃ
、侍

●
第
40
回
日
本
空
手
道
白
堊
会
選
手
権
大

会（
９
月
18
日（
月
・
祝
）、板
橋
区
立
小
豆
沢
体
育
館
）

【
形
の
部
小
学
生
２
年
女
子
】▽
準
優
勝
：

人
見
莉
央
奈（
烏
山
小
）

【
組
手
の
部
小
学
生
２
年
女
子
】▽
優
勝
：

人
見
莉
央
奈（
烏
山
小
）▽
準
優
勝
：
人
見
柚

稀
奈（
同
）

【
組
手
の
部
小
学
生
３
年
女
子
】▽
第
３
位
：

提
箸
心
愛（
烏
山
小
）

【
組
手
の
部
小
学
生
４
年
女
子
】▽
優
勝
：

古
内
香
名（
烏
山
小
）

【
組
手
の
部
小
学
生
５
年
女
子
】▽
優
勝
：

村
山
寧
（々
江
川
小
）

【
組
手
の
部
中
学
生
男
子
】▽
第
３
位
：
寺

澤
聖
心（
南
那
須
中
）

【
組
手
の
部
高
校
生
男
子
】▽
優
勝
：
村
山

晴
流（
宇
都
宮
商
業
）

●
第
44
回
南
那
須
地
区
少
年
剣
道
大
会
（
９

月
17
日
㈰
、那
須
烏
山
市
武
道
館
）

【
小
学
２
年
生
以
下
の
部
】▽
優
勝
：
小
川

空
澄（
宏
倫
剣
道
）▽
第
３
位
：
槇
楓
夏（
同
）

【
小
学
３
・
４
年
生
の
部
】▽
準
優
勝
：
山

本
一
太（
宏
倫
剣
道
）

【
小
学
５
・
６
年
生
の
部
】▽
優
勝
：
河
和

歩
武
（
宏
倫
剣
道
）▽
準
優
勝
：
小
川
楷
土
（
同
）

▽
第
３
位
：
川
上
昴（
同
）

【
中
学
生
男
子
の
部
】▽
優
勝
：
新
井
琢
仁（
烏

山
中
）▽
準
優
勝
：
笠
井
雄
斗（
同
）▽
第
３
位
：

高
橋
遥
灯（
同
）

【
中
学
生
女
子
の
部
】▽
優
勝
：
川
上
翠
音（
南

那
須
中
）▽
準
優
勝
：
笹
沼
成
美
（
同
）▽
第
３

位
：
山
寺
柚
衣（
同
）

●
令
和
５
年
度
市
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

（
９
月
11
日
㈪
、13
日
㈬
、14
日
㈭
、緑
地
運
動
公
園
）

▽
優
勝
：
こ
ぶ
し
台
▽
準
優
勝
：
八
ケ
代

●
第
44
回
八
千
代
市
市
民
体
育
大
会（
９
月
24

日
㈰
、八
千
代
市
市
民
体
育
館
）

【
空
手
道
組
手
の
部
中
学
２
・
３
年
生
男
子
】

▽
準
優
勝
：
五
十
嵐
大
夢（
烏
山
中
）

●
第
43
回
市
民
ナ
イ
タ
ー
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会（
９
月
13
日
㈬
、
14
日
㈭
、
15
日
㈮
、
21
日
㈭
、
烏
山

運
動
公
園
）

▽
優
勝
：
あ
た
ご
ヤ
ン
グ
マ
ン
▽
準
優
勝
：

や
ま
び
こ
ク
ラ
ブ

●
第
19
回
栃
木
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

（
９
月
24
日
㈰
、と
ち
ぎ
福
祉
プ
ラ
ザ
）

【
ボ
ッ
チ
ャ
競
技
】▽
優
勝
：
関
尚
央（
八
ケ
代
）

赤
ち
ゃ
ん
名　
　
（
保　

護　

者
）住　
　

所

※

こ
こ
で
は
、
保
護
者
な
ど
の
了
解
が
得
ら
れ
た
情
報
の
み
を

掲
載
し
て
い
ま
す
。

小　

川　

結　

菜
（
佳
彦
・
裕
美
）藤  　
田

塚　

原　
　

諒　
（
啓
太
・  

瞳  

）城  　
東

谷　

口　
　

巧　
（
寛
明
・
結
莉
花
）田
野
倉

川　

俣　

凪　

和
（
亮
也
・
美
南
）上  　
境

清　

水　

蒼　

真
（
晴
希
・
千
恵
）鴻
野
山

ゆ         

な

   

り
ょ
う

   

た
く
み

な         

お

そ
う       

ま

●
第
11
回
税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル

▽
金
賞
：
岡
テ
ィ
ア
ナ
京
（
江
川
小
６
年
）▽
佳

作
：
石
井
陽
莉（
境
小
６
年
）、
佐
々
木
優
來（
烏

山
小
６
年
）、小
田
戸
柚
希（
七
合
小
６
年
）

い
ざ
な

さ
そ

つ
ま

つ
ま

　市では、「広報お知らせ版」・「広報なすからすやま」・
「市ホームページ」の有料広告を募集しています。
　掲載基準などの詳細は、市ホームページで確認する
か、下記あてお問い合わせください。

■総合政策課広報広聴グループ
　☎０２８７－８３－１１１２

広告掲載募集中 おわびと訂正
　５月号６ページ「烏山線開業100周年・ワーク
ショップ『未来のからせんを一緒に考えよう！』」の
記事で、「立正大学地域創生学部３年の小野雅治さ
ん」とあるのは、正しくは「大正大学地域創生学部３
年の小野雅治さん」です。
　おわびし訂正いたします。
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地
域
の
情
報

ま
ち
か
ど
リ
ポ
ー
ト

お
知
ら
せ

市
政
情
報

普
及
啓
発

特
集



みんなの
自慢の1枚自慢の1枚

「収穫したのは白鳥？？」
雫　定夫さん

「日本 JP代表」
ミニチュアさん

スポーツの秋
犬だって頑張るワン

市民の皆さんが撮影した写真を掲載します。
子どもの写真（中学生以下）、市内のイチオシ風景や穴場スポットの
写真、ペットの写真、偶然撮れたおもしろい写真（珍百景）など、気軽
にご応募ください。
応募の際は、①応募者の住所・氏名・連絡先、②掲載する際の名前（氏
名・ペンネーム・匿名のいずれかを記載）、③写真のタイトル、④写真
について一言（50字程度）記載してください。
■問合　総合政策課広報広聴グループ
Ｅメール：sohgohseisaku@city.nasukarasuyama.lg.jp

異常気象のせいか珍しいサツマイモを収穫し
た。白鳥？恐竜？角度を変えて体操選手？？
最後は美味しくいただいた。

　

市
内
の
各
幼
稚
園
・
保
育
園
で
運
動
会
が

開
か
れ
ま
し
た
。保
護
者
な
ど
か
ら
声
援
を

受
け
な
が
ら
、園
児
た
ち
は
練
習
の
成
果
を

披
露
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
、運
動
会
の
様
子
を
写
真
で
紹
介

し
ま
す
。

幼
稚
園･

保
育
園
運
動
会

幼
稚
園･

保
育
園
運
動
会

笑
顔
と
元
気
い
っ
ぱ
い
！

笑
顔
と
元
気
い
っ
ぱ
い
！

烏山保育園

みどり幼稚園

つくし幼稚園

有
料
広
告

な
す
か
ら
す
や
ま

広報
2023.11

－
N
o.218－

編
集　

那
須
烏
山
市
総
合
政
策
課

見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォント
を採用しています。

「QR」コードは㈱デンソーウェーブの
登録商標です。
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－

0
6
9
2
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県
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烏
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1
丁
目
1
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1
号

☎
0
2
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－
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－

1
1
1
2
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